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平成２６年度食品の安全に関する意識アンケート集計結果報告書 

 

１ 調査目的 

  「平成２７年度前橋市食品衛生監視指導計画」策定の基礎資料として活用す

ることを目的に、市（県）民の食品の安全に関する意識を把握するために実施

した。  

 

２ 調査方法 

  食品関係イベント開催時に参加者に配布した。  

開催日  イベント名  

H26.7.25 食中毒予防講演会  

H26.9.21 楽しく学ぼうきのこ塾２０１４  

H26.11.2 前橋市健康フェスタ  

 

３ 回収数  ４６４（参考：前年は４６１）  

 

４ 結果の概要 

 【手洗いについて】 

   手洗い時は毎回ハンドソープを使いたいと思っている人が多いが、状況に

より使わない時もある。飲食店では備えてあれば毎回使う人がとても多いこ

とがわかった。また、エアタオルよりペーパータオルや個人用タオル、ハン

カチ等を使う人のほうが多いことがわかった。 

 

【食品安全に関する意識について】 

   食品安全に関する情報は、テレビ、新聞、インターネットから収集してい

る人が多い。 

   食品中の放射性物質については、原発事故後、今も心配している人が多数

いることがわかった。具体的には、子どもや子孫、自身への将来的な影響が

心配の原因となっている。また、検査が十分に実施されているかどうか不安

な面があるようだ。 

   農産物の残留農薬については、使用基準値以内ならば本当に健康への影響

はないのか、また、検査が十分にされているのか不安があるなどと、心配し

ている人が多かった。 

   輸入食品については、日本で未認可の添加物の混入が心配、海外の衛生管

理が信用できない、検疫所で全量検査しているわけでないから心配している

人が多かった。 
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【食品営業施設の衛生管理について】 

  飲食店を利用する際には、店内、厨房内、食器、トイレの清潔さを気にす

る人が多かった。 

 

【食品安全に関して知りたい情報の種類】 

   食中毒の予防方法、遺伝子組換え食品や食品表示の見方に関することにつ

いて知りたいと思っている人が多かった。 

 

【保健所の業務について】 

   市に強化してほしい取り組みは、輸入食品の検査や食品製造業の監視指導

との回答が多かった。また、中国産食材や冷凍食品（加工品）、農産物直売

所の野菜等の監視を強化してほしいとの回答も多かった。 
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５ 集計結果 

(1)回答者について 

【問１】区分          (人)  

       
【問２】性別   (人) 

 

 (2)手洗いについて 

【問３】手を洗うとき、ハンドソープ等を使って手を洗いたいと思いますか。  

 

   約８割の人が「そう思う」と回答。  

 

【問４】手を洗うとき、ハンドソープ等を使いますか。  

  

 「毎回使う」が約５割と最も多い。次に「急いでいるとき以外は毎回使う」が

約３割と多い。  

学生 27 

一般市（県）民（消費者） 177 

食品関係事業者（経営者） 21 

食品関係従業員 170 

その他 69 

合計 464 

男 154 

女 310 

合計 464 
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【問５】飲食店で手を洗うとき、ハンドソープ等を使いますか。  

 

「毎回使う」人が５割以上と最も多い。「ときどき使う」人が３割以上。  

 

【問６】手を洗うタイミングであなた自身が必ず徹底しているのはどの時ですか。                               

(％)           

   

  

「トイレの後」が２割と最も多い。  

 

 

 

 

【問７】手洗い後に手を拭くもので、次のうちから使いたい順に１、２、３を記

入してください。使いたくないものには×を記入してください。 

 

 使いたいものでは「使い捨てペーパータオル」と「個人タオル、ハンカチ等」

が最も多くそれぞれ約３割。次に「エアタオル」が多く２割以上。  

 使いたくないものでは「洋服」と「共用タオル」が最も多くそれぞれ３割以上。

次に多いのは「手をふかない」が２割以上。  

 

 

 

 

 

食事の前 14.3 

料理等、食品に触れる前 17.1 

トイレの後 20.2 

手が汚れた直後 18.4 

動物に触れた 15.4 

家に帰った後 14.6 
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(3)食品安全に関する意識について 

 

【問８】食品安全に関する情報収集方法について近いもの一つを選んでください。 

(％) 

 

「適度に気にしている」が６割と最

も多い。  

 

 

【問９】食品安全に関する情報はどんな方法で得ていますか。  

 

 「テレビ」が最も多く３割以上、次に「新聞」「インターネット」の順に多い。  

 

【問 10】食品に含まれる放射性物質について  

(％) 

 

 

 

 

 

「どちらかといえば心配」が４割以上と最も多く、「心配」と合わせると８割弱

の人が心配していることがわかる。  

 

 

 

 

 

 

自分から積極的に収集している 10.6 

適度に気にしている 60.6 

機会があると気にする 20.2 

普段はあまり気にしない 8.6 

心配（不安）だ 34.0 

どちらかといえば心配（不安）だ 44.0 

あまり気にならない 20.0 

気にならない 2.0 
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【問 11】質問 10 で「心配だ」、「どちらかといえば心配だ」を選んだ方にお聞き

します。食品に含まれる放射性物質であなたの考えに最も近いものを

１つ選んでください。                   (％) 

 「原発事故後、今もときどき基準値超過の報道があるので、まだまだ心配であ

る」が６割以上と最も多い。「放射性セシウムは微量でも気になる」が２割以上

と次に多い。  

 

【問 12】質問 10 で「心配だ」、「どちらかといえば心配だ」を選んだ方にお聞き

します。放射性物質による食品の汚染で具体的に何が気になりますか。 

 

 「子どもや子孫への影響」が最も多く３割弱、次に多いのは「放射性物質によ

る内部被爆」が次に多く２割。「数十年後の自身の健康への影響」が２割弱。  

 

【問 13】農産物の残留農薬について  

(％) 

 

「どちらかといえば心配だ」が５

割以上と最も多く、「心配だ」と合

わせると８割以上。  

 

食品中に天然に存在する放射性物質（カリウム 40 等）なら気になら

ないが、放射性セシウム 134、137 となると微量でも気になる 

24.0 

食品中に天然に存在する放射性物質（カリウム 40 等）も気になるの

で、余計に放射性セシウム 134、137 となると微量でも気になる 

9.1 

原発事故後、食品中の放射性物質（セシウム 134、137）の基準値が

定まったが、その後基準値を超える農林水産物等がときどき報道さ

れているので、まだまだ心配である 

66.0 

その他 0.9 

心配（不安）だ 31.4 

どちらかといえば心配（不安）だ 52.9 

あまり気にならない 14.7 

気にならない 1.0 
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【問 14】質問 13 で「心配だ」、「どちらかといえば心配だ」を選んだ方にお聞き

します。農産物等の残留農薬で具体的に何が気になりますか。            

 

  

「安定供給のためには仕方ないが、できるだけ少なくしてほしい」が最も多く３

割以上、次に多いのは「使用基準値以内でも健康への影響は本当にないのか」と

「農産物等の残留農薬の検査が十分にされているか不安」がそれぞれ３割弱。  

 

【問 15】輸入食品のイメージであなたの考えに当てはまるものはどれですか。 

 

「輸入する相手国によって品質や衛生管理に差が大きい」が最も多く３割弱、

次に多いのは「輸入する相手国のイメージがそのまま食品にも現れていると思

う」が２割弱。  
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【問 16】輸入食品の安全性・衛生管理について  

 (％) 

「どちらかといえば心配」が５割、

「心配」が４割弱。合わせると約

９割の人が心配していることがわ

かる。  

 

【問 17】質問 16 で「心配だ」、「どちらかといえば心配だ」を選んだ方にお聞き

します。輸入食品の安全管理でどのような理由で気になりますか。  

 

 「日本で認可されていない添加物が混入していないか心配」が最も多く３割弱。

次に「海外の衛生管理が信用できないと思うから」が２割以上。「検疫所ですべ

て検査をしているわけではないから」も２割以上。  

 

 (4)食品営業施設の衛生管理について 

【問 18】飲食店等の食品営業施設を利用する際に気になるのはどんなことです

か。        （％）  

  

 

「店内の清潔さ」と「厨房内の清潔さ」が

それぞれ２割弱で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

心配（不安）だ 38.1 

どちらかといえば心配（不安）だ 50.0 

あまり気にならない 10.9 

気にならない 1.0 

施設・設備の新しさ 3.9 

厨房内の清潔さ 17.3 

店内の清潔さ 18.2 

食器の清潔さ 13.3 

トイレの清潔さ 12.9 

店内のにおい 4.2 

従業員の身だしなみ 10.0 

手洗い設備の使いやすさ 3.3 

食材の鮮度 10.8 

衛生害虫等の駆除実施状況 6.0 

その他 0.1 
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(5)食品安全に関して知りたい情報の種類 

 

【問 19】食品安全に関してどんな情報が知りたいですか。  

 

 「食中毒の予防方法に関する知識」と「遺伝子組換え食品に関する知識」が３

割以上と最も多く、次に「食品表示の見方に関する知識」が２割以上と多い。  

 

(6)保健所の業務について 

 

【問 20】市（県）行政に強化してほしい取り組みはどんなことですか。  
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【問 21】その他、監視を強化してほしい食品営業や食品の種類があれば記載し

てください。  

    《営業の種類等》  

お祭りの露店  

魚、肉等の加工業者  

ホテルや中華料理店  

小さい惣菜店  

回転寿司店  

製造業  

食品製造業  

食肉取扱業者  

スーパー  

前橋青果市場への納品業者  

《食品の種類》  

農産物直売所の野菜等  

      中国産食材や冷凍食品（加工品）  

      輸入食品全般（輸入果物）  

加工食品  

学校給食、米、魚介類、野菜、肉  

 

【問 22】その他、ご意見ご要望等があればお書きください。  

 

・産地偽装など悪質事案が発生しないよう監視を強化してもらいたい  

・食品事業者の強制検便の実施を法律で定めてほしい  

・コンビニのアルバイトが検便を実施しているか心配なので、監視してほしい  

・着色料が心配なので、加工品の検査をよくしてほしい  

・ファーストフード、コンビニでの輸入食品使用が多く驚いている。HACCP を

推進してほしい  

・飲食店の手洗いの強化  

・一般市民への食品衛生の普及と啓発を実施してほしい  

・焼肉店で生食できる生肉は大丈夫なのか、検査を強化してほしい  

・エシマコブは癌に効くと言われているが毒ではないのか調べてほしい  

・輸入食品を安心して食べられるよう、しっかり検査してほしい  

・イベントの食事提供についてがよくわからない  

・食品添加物、アレルギーについて講習をしてほしい  

・食物アレルギーに対応するポイントなどの講演をしてほしい  

・食中毒を起こした際に、店から情報を隠された経験があり、弱者の対応方法を

教えてほしい  


